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「
反
米
」

｜
｜
外
交
・
デ
モ
・
宗
教
の
安
全
保
障
化
｜
｜

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

感
’情

山

本

信

人

は
じ
め
に

1

ス
カ
ル
ノ
大
統
領
の
反
米
言
説

2

世
論
調
査
か
ら
み
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
米
感
情

3

反
米
デ
モ
と
そ
の
契
機

4

ポ
ス
ト
9

・H
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
反
米
」

お
わ
り
に

インドネシアの「反米」感情

は
じ
め
に

（

1
）
 

一
二
世
紀
に
は
い
り
、
反
米
主
義
や
反
米
感
情
が
世
界
各
地
で
発
露
し
た
。
と
り
わ
け
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
で
は
、

の
湾
岸
戦
争
以
降
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
へ
「
侵
攻
」
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
た
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
、
二

O
O
一
年
の

9
・
日
の
反
動
で
ア
メ
リ
カ
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
仕
掛
け
た
こ
と
が
、

一
九
九
O
年
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（

2
）
 

こ
う
し
た
反
米
感
情
に
拍
車
を
か
け
た
。
実
体
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
単
独
行
動
で
は
な
く
多
国
籍
軍
に
よ
る
軍
事
作
戦
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
存
在
感
は
突
出
し
て
い
た
。

反
米
感
情
は
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
で
の
み
顕
在
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
か
つ
て
は

ア
メ
リ
カ
の
裏
庭
と
い
わ
れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
も
、
反
米
感
情
や
反
米
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
展
開

102 

を
受
け
る
形
で
、
反
米
主
義
や
反
米
感
情
に
関
す
る
研
究
は
特
に
ア
メ
リ
カ
の
知
識
人
の
関
心
を
惹
い
て
お
り
、
そ
の
証
拠
に
二

O

（

3
）
 

O
四
年
か
ら
三
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
多
数
の
研
究
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
に
お
け
る
自
己
イ
メ
ー
ジ
の

歪
み
が
反
米
感
情
を
顕
在
化
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
で
も
反
米
感
情
は
都
市
部
に
お
け
る
反
米
デ
モ
と
い
う
形
態
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
世
界
最
大
の
ム

ス
リ
ム
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
も
っ
と
も
反
米
的
で
あ
る
と
の
印
象
が
強
い
（
松
井
、
二

O
O
二
）
。
特
に

9
・
日
以
降
、

反
米
デ
モ
は
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
都
市
部
で
も
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
白
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
と
い
わ
れ

る
自
爆
テ
ロ
は
、
二

O
O
二
年
か
ら
二

O
O五
年
に
か
け
て
散
発
的
に
発
生
し
た
。
過
激
な
イ
ス
ラ

1
ム
思
想
を
も
っ
者
ば
か
り
で

な
く
、
普
通
の
ム
ス
リ
ム
市
民
の
あ
い
だ
に
も
反
米
感
情
は
潜
在
化
し
た
と
議
論
す
る
研
究
者
も
い
る
（
ω
E
m
Y
N
Oミ）
0

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
国
を
挙
げ
て
反
米
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
先
述
の
よ
う
な
反
米
デ
モ
は
一
部

（

4
）
 

の
イ
ス
ラ
l
ム
過
激
派
あ
る
い
は
急
進
派
が
動
員
を
か
け
て
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
や
識
者
も
そ
の
こ

と
を
十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

9
・
日
は
宗
教
的
な
要
因
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
後
の
展
開
か
ら
き
わ
め
て
政
治
的
な
色

彩
を
強
め
て
い
っ
た
（
回
目
ω目。

z・
8
0∞）
0

ま
た
、
筆
者
の
実
感
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
は
か
な
ら
ず
し
も
反
米
で
一
枚
岩
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
民
の
大
半
に
は
自
爆
テ
ロ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
同
胞
が
被
害
に
遭
う
不
条
理
も
働
い
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
過
激
派
の
暴
力
的

な
手
段
を
用
い
た
主
張
と
は
一
線
を
画
す
る
雰
囲
気
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は

9
・
日
以
前
も
以
降
も
、

貫



し
て
親
米
政
策
を
貫
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
一
九
六
七
年
か
ら
三
二
年
間
続
い
た
ス
ハ
ル
ト
体
制
は
、
東
南
ア
ジ
ア
随
一
の
親
米
政

（

5
）
 

権
で
あ
っ
た
。

9
・
日
以
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
と
の
鮮
は
い
っ
そ
う
進
化
し
、
二

O
O
五
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
武
器
禁
輸
措
置
が
解
除
さ
れ
、
翌
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
将
校
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
軍
事
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
I
M
E

T
）
も
再
開
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
反
米
感
情
が
根
強
く
存
在
す
る
と
い
う
認
識
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

インドネシアの「反米」感情

圏
内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
も
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
囲
内
に
お
け
る
反
米
感
情
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ど
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
l
ム
的

要
素
が
反
米
感
情
の
起
爆
剤
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
反
米
感
情
の
特
殊
性
が

わ
か
る
だ
け
で
は
な
く
、
反
米
感
情
は
広
義
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
行
動
に
対
す
る
「
反
動
」
と
し
て
顕
在
化
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー

ン
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
反
米
主
義
や
反
米
感
情
を
捉
え
る
際
に
、
人
に
よ
る
認
知
構
造
が
多
大
な
影
響
を
有

す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
D

ア
メ
リ
カ
の
存
在
や
行
動
に
対
す
る
人
び
と
の
認
識
の
あ
り
方
が
、
時
に
は
感
情
的
な
反
米
を
生
み
、

時
に
は
自
己
の
行
動
を
正
当
化
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
と
い
う
形
を
と
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
反
米
主
義
や
反
米
感
情
と

（

6
）
 

は
、
所
与
の
も
の
、
あ
る
い
は
静
的
な
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
に
構
成
さ
れ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
聞
い
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
め
ぐ
る
時
代
と
政
治
的
な
文
脈
に
お
い
て
い
か
な
る
反
米
主
義
が
構
成
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
い
を
読
み
解
く
た
め
に
、
本
稿
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
反
米
」
の
現
れ
方
に
つ
い
て
一
九
六
0
年
代
と
二

0
0
0年
代

の
比
較
と
い
う
手
法
を
採
用
す
る
。
こ
の
二
つ
の
時
代
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
「
反
米
」
が
顕
在
化
し
た
。
二
つ
の
時
代
を
比
較
す
る

こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
的
「
反
米
」
の
実
体
が
み
え
て
く
る
。
ま
ず
は
「
反
米
」
一
言
説
の
変
遷
を
一
九
六
0
年
代
半
ば
の
ス
カ
ル

ノ
大
統
領
の
言
説
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
一
九
六

0
年
代
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
初
め
て
反
米
デ
モ
が
発
生
し
た
D

反
米
デ
モ
は
政
治
主
導
で
組
織
化
さ
れ
、
社
会
現
象
と
な
っ
た
。
当
時
の
反
米
の
敵
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
と
隣

国
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
向
か
っ
て
い
た
。
外
交
関
係
の
悪
化
は
地
域
的
な
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
に
国
際
社
会
を
も
震
揺
さ
せ
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る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
四

O
年
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
反
米
の
表
出
の
仕
方
は
変
化
し
た
。
新
し
い
調
査
方
法
も
く

わ
わ
っ
た
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
ポ
ス
ト

9
・
U
の
時
代
に
お
け
る
対
米
感
情
を
世
論
調
査
か
ら
整
理
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る

「
反
米
」
デ
モ
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
「
宗
教
の
安
全
保
障
化
」
（

2
2岳
町
民
芯
ロ
。
ご
己
宣

g）
と
い
う
現
象
が
ポ
ス
ト

9
・
日
の
「
反
米
」
言
説
と
認
識
を
規
定
し
て
い
る
点
を
議
論
す
る
。

104 

ス
カ
ル
ノ
大
統
領
の
反
米
言
説

一
九
六
五
年
一
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領
ス
カ
ル
ノ

（ωロ－
8
5。
）
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
ア
メ
リ
カ
人

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ト

1
マ
ス
・
モ

l
ガ
ン
（

J
E
。s
g回
・
富
O
円

mmロ）

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
な
か
で
、
当
時
反
米
の
旗
手
と
さ
れ
て
い
た
ス
カ
ル
ノ
は
「
独
特
な
」
反
米
認
識
を
披
露
し
て
い
る
。

私
は
ア
メ
リ
カ
人
が
好
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
に
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
に
は
心
を
痛
め
る
こ
と
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
は
二

O
世
紀
と
い
う
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二

O
世
紀
は
な
に
よ
り
も
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
諸
国
が
主
権
国
家
と
し
て
独
立
を

勝
ち
取
っ
た
世
紀
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
含
ま
れ
て
い
る
。
二

O
世
紀
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
世
紀
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
自
由
と
独
立
へ
の
渇
望
を
本
質
と
す
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

が
提
示
し
た
自
由
に
関
す
る
四
原
則
は
価
値
の
あ
る
も
の
だ
が
、
自
分
は
そ
こ
に
も
う
一
つ
の
自
由
を
付
け
加
え
た
い
。
す
な
わ
ち
自
由
・

独
立
す
る
こ
と
の
自
由
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
に
は
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
自
由
に
な
ろ
う

（

7
）
 

と
す
る
新
興
国
家
の
自
由
を
踏
み
に
じ
り
、
武
力
介
入
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
冨
2
m
m
P
5
ヲロ
ω）0

ス
カ
ル
ノ
ん
は
個
人
的
に
ア
メ
リ
カ
人
が
嫌
い
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
う
し
た
前
置
き
を
し
た
う
え
で
、

ア
メ
リ
カ
の

政
治
・
外
交
姿
勢
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
理
念
の
根
幹
に
あ
る
自
由
概
念
に
言
及
し
な
が
ら
、

ア
メ
リ



ア
メ
リ
カ
に
は
他
国
が
独
立
し
自
立
す
る
こ
と
の
自
由
を
尊
重
す
る
態
度
が
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
ス
カ
ル
ノ
は
容
認
し
が
た
い
点
が
あ
る
と
い
う
強
い
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
で

は
な
ぜ
ス
カ
ル
ノ
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
い
口
調
で
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
を
批
難
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸

カ
の
外
交
政
策
を
批
判
し
て
い
る
。

国
の
独
立
す
る
自
由
と
は
い
っ
た
い
な
に
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
ス
カ
ル
ノ
の
発
言
を
理
解
す
る
た
め
に
は

一
九
五

0
年
代
半
ば
以
降
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
メ
リ
カ
関
係

ass－－L
虫
色
、
あ
る
い
は
国
際
社
会
の
な
か
に
お
け
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
立
ち
位
置
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
は
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
整
理
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
第
一
は
一
九
五

0
年
代
末
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
か
ら
五
八
年

に
か
け
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
お
よ
び
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
発
生
し
た
反
政
府
地
方
反
乱
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
中
央
情

一
九
四
五
年
の
独
立
直
後
か
ら
大
統
領
職
に
あ
り
な
が
ら
も
、
内
外
の
事
情

報
局
（
C
I
A）
が
軍
事
的
な
支
援
を
お
こ
な
っ
た
。

で
ス
カ
ル
ノ
は
一
九
五

0
年
代
に
不
安
定
な
政
権
運
営
に
陥
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
を
権
力
に
組
み
込
ん
だ
ス
カ
ル
ノ

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
大
統
領
、
ダ
レ
ス
国
防
長
官
時
代
は

C
I
A
に
よ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
工
作
を
画
策
し
、
地
方
反
乱
を
政
権
転
覆
の
好
機
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
間
各
宮

g
内己
E
V
E－
Hgm）
。
イ

政
権
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
は
強
い
反
感
を
も
っ
て
い
た
。

インドネシアの「反米」感情

ン
ド
ネ
シ
ア
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
行
為
は
主
権
侵
害
で
あ
り
、
到
底
許
し
難
か
っ
た
。
時
は
ま
さ
に
「
指
導
さ

れ
る
民
主
主
義
」
（
母
B
2
5包
宮
弓
百
司

F
m巳
色
包
含
自
2
5
Q）
と
称
さ
れ
る
権
威
主
義
体
制
に
転
換
し
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
介
入
は
帝
国
主
義
的
介
入
あ
る
い
は
新
植
民
地
主
義
的
拡
大
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
は
一
九
六
三
年
九
月
に
成
立
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
を
め
ぐ
る
攻
防
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
は
旧
英
領
マ
ラ
ヤ
と
旧
英

領
北
ボ
ル
ネ
オ
（
サ
パ
・
サ
ラ
ワ
ク
）
と
を
合
併
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
そ
れ
を
支
持
す
る
ア
メ
リ
カ
の
意
図
は
明
確
で

あ
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
旧
英
領
を
統
合
し
マ
レ
ー
シ
ア
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
中
国
共
産
党
の
南
進
と
い
う
脅
威
を
食
い

止
め
た
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
で
の
政
治
的
安
定
を
達
成
し
た
い
と
い
う
戦
略
的
意
図
が
あ
っ
た
（
関
与

F
H
g色。
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し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
連
の
動
き
を
イ
ギ
リ
ス
の
新
植
民
地
主
義
的
動
き
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

一
九
五
七
年
に
独
立
を
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い
ま
だ
に
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
な
従
属
下
に
あ
る
と
い
う
見
方
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
強
か

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
構
想
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
対
マ
レ
ー
シ
ア
「
対
決
」
（
宮
民
S
ロ
冨
包
）
外
交
と
命
名

す
る
、
暴
力
的
な
外
交
攻
勢
を
か
け
た
口
イ
ギ
リ
ス
も
同
構
想
を
め
ぐ
る
情
勢
の
展
開
を
ま
さ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
戦
争
で
あ
る

と
み
て
い
た
（

4
8
号一∞
C
Y
N
8
3
0

マ
レ
ー
シ
ア
紛
争
発
生
以
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
英
国
大
使
館
の
焼
き
討
ち
、
労
組
に
よ

る
英
国
企
業
の
接
収
、
政
府
に
よ
る
英
国
企
業
の
管
理
措
置
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
四
年
一
一
月
に
な
る
と
ス
カ
ル

ノ
大
統
領
は
イ
ギ
リ
ス
企
業
の
接
収
に
関
す
る
大
統
領
令
を
発
令
し
、
同
年
一
月
一
一
一
日
に
遡
っ
て
接
収
を
法
制
化
す
る
措
置
を
と

は
た
し
て
い
た
マ
ラ
ヤ
に
対
し
て
も
、

っ
た
。

っ
た
。

一
九
六
四
年
末
か
ら
一
九
六
五
年
前
半
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
に
呼

応
し
な
が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
反
米
運
動
は
激
化
し
た
。
一
九
六
四
年
六
月
二
二
日
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（

F
3
eロ回・

τ
g
gロ
）
ア

メ
リ
カ
大
統
領
と
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ラ
l
マ
ン
（
寸

g
w
g
k
p
E巳
間
各
自
S
）
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
共
同
声
明
、
同
年
八
月
の
ト
ン
キ

ン
湾
事
件
な
ど
に
反
発
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
の
ア
メ
リ
カ
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ア
メ
リ
カ
領
事
館
を
狙
っ
た
襲
撃
が
相
次

い
だ
。
一
九
六
五
年
三
月
四
日
、
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
は
全
面
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
月
二
六
日
に
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
同
国
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ム
農
園
全
部
と
外
国
石
油
会
社
を
暫
定
的
に
政
府
の
管
理
監
督
下
に
置
く
こ
と

第
三
は
、

を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
四
月
に
は
、
民
間
団
体
で
あ
る
ピ

l
ス
・
コ

l
プ
と
フ
ォ
ー
ド
財
団
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
撤
退
す

る
に
い
た
っ
た
。
一
九
六
四
年
二
一
月
、
国
際
連
合
の
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
非
常
任
安
保
理
事
国
選
出
の
動
き
が

明
ら
か
と
な
る
や
、
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
は
マ
レ
ー
シ
ア
が
安
保
理
事
国
に
な
れ
ば
国
連
を
脱
退
す
る
と
宣
言
し
て
、
世
界
を
驚
か
せ

た
。
国
連
事
務
総
長
や
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
は
慰
留
に
努
め
た
が
、

ま
た
、

一
九
六
五
年
一
月
七
日
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
は
イ
ン
ド
ネ



シ
ア
の
国
連
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
し
た
。
同
時
に
、
国
連
関
連
組
織
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
（
U
N
E
S
C
O
）
、
ユ
ニ
セ
フ
（
U
N
I
C

E
F
）
、
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
な
ど
か
ら
も
脱
退
し
た
。
正
式
に
は
一
月
一
二
日
付
で
国
連
事
務
総
長
宛
書
簡
を
提
出
し
、
同

年
一
月
一
日
を
も
っ
て
国
連
か
ら
脱
退
し
た
旨
を
正
式
に
通
告
し
た
。

インドネシアの「反米」感情

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
連
脱
退
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
一
九
六
三
年
か
ら
粉
砕
を
叫
ん
で
い
た
マ
レ
ー
シ

ア
に
関
連
し
た
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
一
九
六
三
年
以
来
、
対
マ
レ
ー
シ
ア
関
係
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
外
交
の
主

要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
国
連
そ
の
も
の
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。
国
連
は
国
際
社
会
の
現
状
に
適
応
し
て
い
な
い
、
つ
ま
り
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
代
表
制
が
低
い
事
実
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
不
満
を
抱
き
、
国
連
を
脱
退
を
す
る
こ
と
で
全
加
盟
国
に
自
国
の
主
張
を
届
け
る
と
い
う
政
治
的
な
判
断
も
あ
っ
た
。
た

だ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
国
連
と
の
あ
い
だ
に
は
一
九
六
二
年
以
来
西
パ
プ
ア
の
「
併
合
」
を
め
ぐ
る
確
執
が
あ
っ
た
の
で
（
∞
包
ゲ

皆

E
・
N
g
a）
、
そ
う
し
た
政
治
的
な
背
景
も
あ
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
非
常
任
理
事
国
入
り
を
契
機
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
過
激
な
外

交
攻
勢
を
一
気
に
爆
発
さ
せ
た
と
も
い
え
る
。
国
連
脱
退
後
の
一
九
六
五
年
一
月
末
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
中
国
に
急
速
に
接
近
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ス
バ
ン
ド
リ
オ
外
務
大
臣
を
北
京
に
派
遣
し
、
帝
国
主
義
、
植
民
地
主
義
反
対
の
共
同
闘
争
を
語
ら
い
、
他
方
で

中
国
か
ら
の
経
済
援
助
を
取
り
付
け
た
。
こ
こ
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

l
北
京
！
ハ
ノ
イ

l
平
壌

l
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
い
う
反
新
植
民
地
主

義
枢
軸
が
成
立
し
た
。
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
「
西
側
」
諸
国
は
、
こ
の
枢
軸
を
共
産
主
義
の
連
携
と
位
置
づ
け
た
。

同
時
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
九
六
一
年
以
来
第
二
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
会
議
開
催
を
提
唱
し
て
諸
国
に
働
き
か
け
を
お
こ

一
九
六
四
年
四
月
一

O
日
か
ら
一
五
日
ま
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
第
二
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
準
備
会
議
開
催
に
成
功
し
た
。

‘、玉、

右
し
こ
の
結
果
一
九
六
五
年
に
第
二
回
A
A
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
さ
ら
に
一
九
六
五
年
四
月
ジ

ャ
カ
ル
タ
で
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
参
加
を
得
て
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
会
議
一

O
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
第

二
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
会
議
の
事
前
の
布
石
を
お
こ
な
っ
た
（
外
務
省
、
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以
上
の
よ
う
な
外
交
的
背
景
を
加
味
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
に
対
す
る
批
判
は
活
発
的
に
展
開
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
外
交
姿
勢
の
裏
返
し
で
あ
り
、
そ
れ
が
ス
カ
ル
ノ
の
反
米
言
説
の
中
核
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
モ

l
ガ
ン
も
気
づ
い
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
と
る
敵
対
的
な
態
度
が
ア
メ
リ
カ
人
に
悪

影
響
を
お
よ
ぽ
す
可
能
性
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
て
い
る
。
モ

l
ガ
ン
は
踏
み
込
ん
で
、
反
米
主
義
と
い
う
政
治
（
岳
O

旬。－
E
g
広

告
江
l
〉

B
O
E
S
E
ω
自
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
政
策
に
対
す
る
批
判
を
超
え
て
次
元
の
違
う
対
立
が
発
生
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

108 

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
を
ス
カ
ル
ノ
に
呈
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
ス
カ
ル
ノ
の
対
応
は
こ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
政
治
的
な
駆
け
引
き
は
存
在
し
な
い
。
わ
た
し
た
ち
（
第
三
世
界
の
政
府
と
政
治
指
導
者
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
政
策
が
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
の
遺
憾
の
意
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
敵
意
や
敵
対
感
情
な
ど
存
在
し
な
い
。

む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
行
動
や
発
言
は
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
対
す
る
「
反
動
」
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
は
な
く

世
界
各
地
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
同
意
を
し
な
い
。
こ
れ
は
基
本
的
に
敵
対
感
情
と
は
い
え
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、
い
ま
自
分
た

ち
が
犯
し
て
い
る
こ
と
が
過
ち
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
（
冨
2
m
m
p
H
g？
口
印
）
0

こ
の
よ
う
な
発
言
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ス
カ
ル
ノ
の
反
米
言
説
は
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
に
対
す
る
「
反
動
」
と
し
て
成

立
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
反
米
主
義
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
つ
と
に
指
摘
し
て
き
た
要
因
と
合
致
す
る
。
た
と
え
ば
、
第

三
世
界
に
お
け
る
反
米
主
義
研
究
の
古
典
で
あ
る
ル

l
ピ
ン
ス
テ
イ
ン
と
ス
ミ
ス
は
、
反
米
主
義
を
四
つ
の
類
型
に
分
け
て
い
る
。

第
一
は
政
策
指
向
型
で
あ
り
、
こ
れ
は
政
府
間
の
政
策
不
一
致
と
い
う
特
別
な
事
情
を
指
す
。
第
二
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
で

あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、

マ
ル
ク
ス
主
義
、
イ
ス
ラ
l
ム
「
原
理
主
義
」
と
い
う
よ
う
な
思
想
信
条
に
関
わ
る
根
を
も
っ
。
第
三

は
政
治
的
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
で
、
圏
内
政
治
の
不
安
定
要
素
を
排
除
す
る
目
的
で
意
図
的
に
操
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

第
四
は
革
命
的
な
反
米
主
義
で
あ
り
、
革
命
に
よ
っ
て
権
力
を
掌
握
し
た
勢
力
が
自
己
正
当
化
の
論
理
と
し
て
用
い
る
（
同
与
宮
・

ω宮
山
口

g
a
m自
主
Y
S∞印
υ

巴
l
N
∞）
0

こ
れ
ら
の
類
型
化
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
反
米
主
義
は
複
数
の
要
因
が
折
り
重
な



っ
て
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
点
を
加
味
し
た
う
え
で
四
類
型
を
も
と
に
す
る
と
、

ス
カ
ル
ノ
の
反
米
言
説
は
第
一
の
政
策
指
向
型
の
反
米
主
義
に
近
い
と

い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
か
れ
独
自
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
理
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
権
の
不
可
侵
性
）
が
明
示
さ
れ
て
い
る

の
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
要
素
も
あ
る
。
た
だ
し
、
英
語
出
版
を
前
提
に
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
た
め
に
圏
内
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
用
と
は
な
ら
な
い
し
、
革
命
的
な
反
米
主
義
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
ス
カ
ル
ノ
の
反
米
主
義
は
、
か
れ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、

あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
に
対
す
る
「
反
動
」
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
存
在
自
体

に
対
す
る
嫌
悪
感
は
存
在
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
が
お
こ
な
う
外
交
政
策
（
行
動
）
に
対
す
る
批
判
か
ら
反
米
感
情
が
生
ま
れ
る
と
い
う

の
が
、
ス
カ
ル
ノ
の
論
理
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
ス
カ
ル
ノ
の
論
理
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
の
で
は
な

く
、
広
く
第
三
世
界
に
共
有
さ
れ
て
い
る
対
ア
メ
リ
カ
認
識
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
、
ス
カ
ル
ノ
自
身
の
自
己
正
当
化
が
潜

ん
で
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
ス
カ
ル
ノ
の
発
言
は
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
イ

ン
タ
ビ
ュ

l
に
答
え
た
も
の
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ス
カ
ル
ノ
は
発
言
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
反
感
や
嫌
悪
感
を
も
た
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
に
特
定
の
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
ス
カ
ル
ノ
は
親
し
い
個
人
的
な
関
係

インドネシアの「反米」感情

を
築
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
ス
カ
ル
ノ
の
「
親
米
」
さ
は
、
モ

l
ガ
ン
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
す
で
に
ス
カ
ル
ノ
の
「
自

叙
伝
」
を
出
版
し
て
い
た
シ
ン
デ
ィ
・
ア
ダ
ム
ス
（
の
宮
身

kresω
）（
ωロ
E
g
p
g
a
m）
な
ど
ス
カ
ル
ノ
と
親
し
い
複
数
の
ア
メ

リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
か
れ
の
「
自
叙
伝
」
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は
な
く
英
語
で

書
か
れ
た
こ
と
に
、
か
れ
が
い
か
に
英
語
圏
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
読
者
（
政
府
）
を
意
識
し
て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
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ス
カ
ル
ノ
の
反
米
主
義
に
は
、
存
在
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
発
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
の
行
動
（
外
交
政
策
）
に
対
す



る
反
動
と
し
て
の
反
米
意
識
が
際
だ
っ
て
い
る
。
逆
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
人
は
否
定
し
て
い
る
も
の
の
、

ス
カ
ル
ノ
自
身
に
は
自

110 

法学研究83巻3号（2010:3) 

分
の
発
言
が
ア
メ
リ
カ
に
お
よ
ぼ
す
で
あ
ろ
う
政
治
的
な
効
果
を
計
算
し
た
、
き
わ
め
て
政
治
的
な
発
言
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

そ
れ
は
、
か
れ
の
発
言
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
第
三
世
界
を
「
代
表
」
す
る
対
ア
メ
リ
カ
認
識
で
あ
る
と
明
言
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
第
三
世
界
の
代
表
と
い
う
看
板
を
背
負
っ
て
い
た
当
時
の
ス
カ
ル
ノ
の
国
際
舞
台
に
お
け
る
政

（

8
）
 

治
的
立
場
が
こ
う
し
た
政
治
的
発
言
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
ス
カ
ル
ノ
の
反
米
言
説
は
、
反
米
主
義
が
政
治
性
を
帯
び
た
認
識

の
産
物
で
あ
る
点
を
明
確
に
表
わ
し
て
い
る
。

た
だ
、
現
実
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
た
一
九
六
五
年
一
月
は
す
で
に
ス
カ
ル
ノ
の
権
力
基
盤
が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
て

い
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
九
カ
月
後
の
九
月
三

O
日
に
は
ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件
（
通
称
、
九
月
三

O
日
事
件
）
が
発
生
し
、
ス
カ
ル

ノ
は
権
力
の
座
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
六

0
年
代
前
半
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
み
せ
た
過
激
な
外
交
姿
勢

は
不
安
定
な
国
内
事
情
を
覆
い
隠
す
た
め
の
戦
略
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
ス
カ
ル
ノ
が
第
三
世
界
の
代
表
と
自
負
す

る
こ
と
で
発
し
た
発
言
は
急
速
に
信
懸
性
を
喪
失
し
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
ス
カ
ル
ノ
の
対
米
感
情
は
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
も
あ
れ
、
通
常
三

O
年
後
に
は
ア
メ
リ
カ
で
は
公
文
書
を
公
開
す
る
と
い
う
ル

1
ル
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未

だ
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で
事
件
の
真
相
は
閣
の
な
か
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
歴
史
的
に
は
九
月
三

O
日
事
件
以
降
ス
カ
ル
ノ

は
失
脚
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
ス
ハ
ル
ト
を
大
統
領
と
す
る
「
親
米
」
政
権
が
登
場
し
た
。
し
か
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
親
米
政

（

9
）
 

権
誕
生
は
、
周
辺
諸
国
に
お
け
る
親
米
政
権
と
の
連
携
を
加
速
化
し
、
ま
た
反
英
感
情
が
緩
和
し
た
こ
と
も
あ
り
（

Z
5
F
5
8）、

一
九
六
七
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
の
結
成
を
促
進
す
る
要
因
と
な
っ
た
。



2 

世
論
調
査
か
ら
み
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
米
感
情

き
て
、
時
代
は
四

O
年
く
だ
り
二

O
O
一
年
の

9
・
日
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
メ
リ
カ
感
情
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き
た

一
九
九
九
年
か
ら
二

O
O六
年
に
か
け

の
か
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
資
料
と
し
て
は
、

て
六
度
に
わ
た
り
世
界
各
国
の
対
米
世
論
を
調
査
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
民
間
世
論
調
査
機
関
ピ
ュ

1
の
デ

l
タ
を
用
い
る
（
衰
1

お
よ
び
表
2
参
照
）
。
ピ
ュ

l
の
デ

l
タ
の
取
り
方
は
四
つ
の
地
域
に
大
別
さ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
、
イ
ス
ラ
l
ム
圏
、

ア
フ
リ
カ

圏
、
ア
ジ
ア
圏
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
イ
ス
ラ

1
ム
圏
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
東
南
ア
ジ
ア
）
、

エ
ジ
プ
ト
（
北
ア
フ
リ
カ
）
、
パ
キ
ス

タ
ン
（
南
ア
ジ
ア
）
、

ヨ
ル
ダ
ン
（
中
東
）
、
ト
ル
コ
（
中
東
）
が
含
ま
れ
る
。
こ
こ
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
世
界
認
識
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。

本
稿
の
対
象
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
ア
メ
リ
カ
感
情
の
傾
向
と
し
て
は
、
以
下
の
四
点
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
二

O
O

二
年
ま
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
対
ア
メ
リ
カ
感
情
は
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た
（
表
1
）。

一
九
九
九
／
二

0
0
0年
が
七
五
パ

1
セ
ン
ト
、
二

O
O
二
年
は
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
過
半
数
が
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
高
い
好
感

度
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
点
が
、
対
ア
メ
リ
カ
感
情
が
恒
常
的
に
良
好
と
は
い
え
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
以
外
の
イ
ス
ラ
l
ム
圏
諸
国

インドネシアの「反米」感情

と
対
照
的
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
対
ア
メ
リ
カ
感
情
の
悪
化
は
、
二

O
O三
年
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
対
イ
ラ
ク

戦
争
開
始
以
降
に
加
速
化
し
た
（
表
1
）
。
二

O
O
三
年
に
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
前
年
の
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
分
の
一
以

下
に
好
感
度
が
急
低
下
し
た
。
そ
の
後
若
干
持
ち
直
す
も
の
の
、
二

O
O
五
年
は
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
二

O
O六
年
は
三

O
パ
ー
セ

ン
ト
と
、
い
ず
れ
も
二

O
O
二
年
以
前
の
水
準
に
ま
で
は
回
復
し
て
い
な
い
。

第
三
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
好
感
度
は
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
そ
れ
と
比
較
し
て
、
緩
や
か
な
下
降
傾

lll 
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表1 アメリカに対する好感度

1999/2000 2002 2003 2004 2005 2006 

Great Britain 83 75 70 58 55 56 

France 62 63 43 37 43 39 

Germany 78 61 45 38 41 37 

Spain 50 38 一 41 23 

Russia 37 61 36 47 52 43 

Indonesia 75 61 15 38 30 

Egypt 一 30 

Pakistan 23 10 13 21 23 27 

Jordan 一 25 1 5 21 15 

Turkey 52 30 15 30 23 12 

Nigeria 46 61 62 

Japan 77 72 一 63 

India 一 54 一 71 56 

China 一 42 47 

(1999/2000 survey trends provided by the Office of Research, U.S. Department of 
State> 
<America’s Image Slips, But Allies Share U.S. Concerns Over Iran, Hamas: 
No Global Warming Alarm in the U.S., China (2006. 6. 13, Pew Global Attitudes 
Pr吋ecth

表2 アメリカ人に対する好感度

2002 2003 2004 2005 2006 

Great Britain 83 80 73 70 69 

France 71 58 53 64 65 

Germany 70 67 68 65 66 

Spain 一 47 一 55 37 

Russia 67 65 64 61 57 

Jordan 53 18 21 34 38 

Indonesia 65 56 一 46 36 

Egypt 一 36 

Pakistan 17 38 25 22 27 

Turkey 31 32 32 23 17 

Nigeria 一 67 一 56 

Japan 73 82 

India 58 一 71 67 

China 一 43 49 

<America’s Image Slips, But Allies Share U.S. Concerns Over Iran, Hamas: 
No Global Warming Alarm in the U.S., China (2006. 6. 13, Pew Global Attitudes 
Project)> 
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インドネシアの「反米」感情

米主導の対テロ戦争への支持度

2002 2003 2004 2005 2006 

Great Britain 69 63 63 51 49 

France 75 60 50 51 43 

Germany 70 60 50 51 47 

Spain 63 26 19 

Russia 73 51 73 55 52 

Jordan 13 2 12 12 16 

Indonesia 31 23 一 50 39 

Egypt 一 一 10 

Pakistan 20 16 16 22 30 

Turkey 30 22 37 17 14 

Nigeria 60 49 

Japan 61 一 一 一 26 

India 65 52 65 

China 一 一 一 一 19 

表3

<America’s Image Slips, But Allies Share U.S. Concerns Over Iran, Hamas: 
No Global Warming Alarm in the U.S., China (2006. 6. 13, Pew Global Attitudes 
Pr吋ect)>

向
に
あ
る
（
表
2
）
。
二

O
O
二
年
に
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
好
感
度
が
、
二

O
O
三
年
に
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
二

O

O
五
年
に
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
二

O
O六
年
に
三
六
パ

l
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
好
感
度
が
イ
ラ
ク
戦

争
を
境
に
劇
的
に
低
下
し
た
の
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
国
民
に
対

す
る
そ
れ
に
は
イ
ラ
ク
戦
争
と
の
明
確
な
相
関
関
係
を
見
い
だ

す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
二

O
O
二
年
に
は
六
五
パ

l
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
好
感
度
を
二

O
O六
年
の
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

比
較
す
る
と
、
四
年
間
の
あ
い
だ
に
三

0
ポ
イ
ン
ト
も
好
感
度

が
低
下
す
る
と
い
う
事
態
は
軽
視
で
き
な
い
。

第
四
に
、
ピ
ュ

l
の
調
査
結
果
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
間

世
論
調
査
機
関
が
実
施
し
た
調
査
結
果
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
対

す
る
否
定
的
な
評
価
と
緩
や
か
な
相
関
関
係
が
あ
る
D

そ
こ
で

は
、
二

O
O
三
年
時
点
で
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
ア
メ
リ
カ
に
否

定
的
な
意
見
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二

O
O
五
年
に
は
五

四
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
下
降
し
た
と
世
論
の
変
化
が
記
さ
れ
て

い
る
（
回
。
42PNccanNω
也
）
。
指
標
は
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
否

定
的
な
意
見
と
好
感
度
で
異
な
る
も
の
の
、
同
時
期
の
ピ
ュ

l

113 

の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
二

O
O
三
年
に
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト



で
あ
っ
た
好
感
度
が
二

O
O
五
年
に
は
三
人
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
二

0
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、

ア
メ
リ
カ
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が
主
導
す
る
対
テ
ロ
戦
争
に
対
す
る
支
持
度
も
、
二

O
O
三
年
の
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二

O
O
五
年
に
は
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
倍

増
し
、
過
半
数
に
迫
っ
た
（
表
3
）。

こ
の
よ
う
に
二

O
O
三
年
か
ら
二

O
O
五
年
の
三
年
の
あ
い
だ
に
、
否
定
的
な
見
解
が
低
下
し
（
三
0
ポ
イ
ン
ト
）
、
好
感
度
が
上

昇
（
二

0
ポ
イ
ン
ト
）
し
た
の
は
、
二

O
O
五
年
以
降
の
ア
チ
ェ
津
波
災
害
支
援
を
め
ぐ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
州
に
お
い

て
ア
メ
リ
カ
政
府
と
N
G
O
が
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
好
印
象
が
そ
こ
に
反
映
し
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
回
。
d
S
F
8
8ゐ
ω匂）
0

こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
反
ア
メ
リ
カ
感
情
は
、
か
な
ら
ず
し
も
社
会
に
深
く
根
ざ
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
宗
教
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
側
面
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ

l
ム
教
徒
の
あ
い
だ
の
反
米
意
識
の
歴
史
は
四
O
年
に
も
満
た
な
い
（
回

8
4
2
e
p
N
g
a）
。
逆
に
、
ア
チ
ェ
津
波
災
害
支
援
に
対

す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
と

N
G
O
の
取
り
組
み
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
に
好
影
響
を
あ
た
え
た
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
ア
メ

リ
カ
の
行
動
や
行
為
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
ア
メ
リ
カ
感
情
や
印
象
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
行
為
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
が
観
察
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
行
為
が
ど
の
よ
う
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
内
で
報
道
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
認
識
枠
組
み
が
い
か
に
つ
く
ら
れ
る
の
か
と
い
う
、
社
会
的
認
識
の
あ
り
方
の

重
要
性
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
こ
の
点
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
イ
ス
ラ
l
ム
大
国
だ
か
ら
反
米
で
あ
る
と
い
う
極
端
に
単
純
化
さ

れ
た
言
説
と
は
一
線
を
画
す
る
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
イ
ス
ラ
l
ム
で
あ
る
か
ら
反
米
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
政
策
や
行
動
へ
の
反
動
と
し
て
反
米
的
な
言
説
や
行
動
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
園
内
で
構
成
さ
れ
あ
る
い
は
消
滅
す

る
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。



インドネシアの「反米」感情

主要な反米デモ（2001-2006年）

時期 場所 主体 動員数 要因

西ティモールでの国連

2000.11 ジャカルタ 学生 数百人 職員殺害を契機とする

国際社会からの圧力

ジャカルタ・ス

2001. 9. 22 ラバヤ・マカッ 学生 数千人 アフガン報復攻撃

サル

2002.1. 23 ジャカルタ
学生・イスラー

数千人 イラク情勢
ム団体

2003.1. 20 ジャカルタ 過激派 数万人 イラク攻撃

2003.2.9 ジャカルタ 福祉党 5万人 米イラク戦略

2003.3.20 ジャカルタなど イスラーム団体 数万人 イラク攻撃開始

2005.5.22 ジャカルタなど イスラーム団体 数千人 コーラン冒漬報道

2006.3.5 ジャカルタ 解放党 数千人 イスラームの敵と非難

2006. 7.2 ジャカルタなど 福祉党 数千人
イスラエルのパレスチ

ナ侵攻

2006.8.4 各地 イスラーム団体 数千人
イスラエルのレバノン

侵攻

2006.11.16 
ボゴール・ジャ 学生・イスラー

数千人
プッシュのインドネシ

カルタなど ム団体 ア訪問

表4

［筆者作成：「時期」は反米デモが開始された年月日を指している。デモは一日で終わるものもあ

れば、数日継続するものもあった。］

3 

反
米
デ
モ
と
そ
の
契
機

本
節
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
発
生
す
る
反
米

デ
モ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
反
米
デ
モ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、

三
二
年
間
に
わ
た
る
親
米
政
権
で
あ
る
ス
ハ
ル
ト

政
権
が
崩
壊
し
た
一
九
九
八
年
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
ポ
ス
ト
・
ス
ハ
ル
ト
の
時
代
の
特
徴
は
、
第

一
に
、
政
治
的
な
自
由
化
と
「
民
主
化
」
が
進
展

一
九
九
九
年
、
二

O
O
四
年

し
た
こ
と
で
あ
る
。

と
五
年
ご
と
の
総
選
挙
が
自
由
選
挙
に
な
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、
二

O
O
四
年
に
は
大
統
領
直
接
選

挙
が
開
始
さ
れ
、
地
方
レ
ベ
ル
で
も
首
長
直
接
選

挙
が
導
入
さ
れ
た
。
同
時
に
、
地
方
分
権
も
制
度

化
さ
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
浸
透
し
て
き
で
い

る
。
第
二
に
、
政
治
的
な
自
由
化
に
と
も
な
い
、

ス
ハ
ル
ト
時
代
に
は
「
抑
圧
」
さ
れ
て
い
た
イ
ス

ラ
l
ム
急
進
派
の
政
治
的
発
言
力
が
増
大
し
た
。
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し
か
し
、
現
実
に
は
、
そ
れ
は
国
会
で
イ
ス
ラ
1
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ム
急
進
派
が
多
数
派
を
占
め
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
む
し
ろ
制
度
外
で
の
活
動
が
活
性
化
し
て
い
る
。
第
三
に
、
報
道
の
自
由
化
に

よ
っ
て
、
国
民
は
各
種
情
報
へ
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ピ
F
8
0印
）
。
第
四
に
、
政
治
的
移

行
期
で
あ
っ
た
一
九
九
八
年
か
ら
二

O
O
二
年
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
社
会
紛
争
（
宗
教
紛
争
、
民
族
紛
争
な
ど
）
が
多

発
し
た
（
山
本
、
二

O
O
二
。
し
か
し
、
二

O
O
三
年
以
降
は
国
政
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
レ
ベ
ル
で
も
政
治
的
な
安
定
期
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を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
政
治
的
・
社
会
的
に
不
安
定
で
あ
っ
た
政
治
的
移
行
期
の
前
半
（
一
九
九
七
年

i
二
0
0
0年
）
に
は
、
い
わ

ゆ
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
や
行
動
に
反
発
す
る
形
で
の
反
米
デ
モ
は
発
生
し
て
い
な
い
（
表
4
）
。
唯
一
例
外
的
に
二

0
0
0年
一
一

月
に
発
生
し
た
反
米
デ
モ
は
、

一
九
九
九
年
八
月
三

O
日
に
国
連
主
導
の
住
民
投
票
に
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
占
領
か
ら
解
放
さ
れ

た
東
テ
ィ
モ

l
ル
を
め
ぐ
る
混
乱
の
最
中
、
西
テ
ィ
モ

l
ル
で
の
民
兵
に
よ
る
国
連
職
員
殺
害
事
件
を
契
機
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
て
は
東
テ
ィ
モ

l
ル
に
お
け
る
民
兵
に
よ
る
騒
乱
活
動
の
鎮
圧
と
治
安
維
持
に
つ
い
て
、
国
際

社
会
か
ら
の
要
求
が
強
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
反
米
感
情
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
に
く
わ
え

て
、
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
メ
リ
カ
大
使
が
、
経
済
制
裁
を
示
唆
し
た
り
、
国
軍
人
事
に
干
渉
し
た
り
し
た
こ
と
や
、
イ
リ
ア
ン
ジ

ャ
ヤ
州
で
ス
パ
イ
活
動
を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
囲
内

の
イ
ス
ラ
l
ム
勢
力
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
国
外
退
去
、
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
メ
リ
カ
大
使
の
交
代
、
内
政
干
渉
の
停
止
な
ど
を

求
め
る
反
米
デ
モ
が
活
発
化
し
た
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
l
ム
の
影
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
1
ム
色
が
強
い
最
初
の
大
規
模
な
反
米
デ
モ
は
、
二

O
O
一
年
九
月
末
以
降
、
ま
さ
に

9
・
日
以
降
に

同
時
多
発
テ
ロ
に
対
す
る
報
復
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
計
画
し
た
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
に
反
対
す
る
形
で
組
織
化
さ
れ
た
。
デ
モ

の
組
織
化
を
推
進
し
て
い
た
の
は
急
進
派
と
い
わ
れ
る
イ
ス
ラ
l
ム
団
体
や
学
生
な
ど
で
あ
っ
た
。
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、
ア
メ
リ

カ
（
軍
）
が
主
体
と
な
っ
て
展
開
し
た
ア
フ
ガ
ン
戦
争
（
二

O
O
一
年
以
降
）
お
よ
び
イ
ラ
ク
戦
争
（
二

O
O
三
年
以
降
）
に
対
す
る



反
発
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
反
米
デ
モ
の
契
機
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

ア
フ
ガ
ン
戦
争
お
よ
び
イ
ラ
ク
戦
争
が
長
期
化
す
る

に
つ
れ
、
対
テ
ロ
戦
争
へ
の
反
動
の
影
は
薄
く
な
る
。
同
時
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
も
バ
リ
や
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
白
人
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
自
爆
テ
ロ
に
対
す
る
不
満
が
増
大
し
て
い
っ
た
。
自
爆
テ
ロ
が
同
胞
を
殺
傷
す
る
こ
と
へ
の
嫌
悪
感
も
積
も
っ
て
い
っ

た
。
ま
た
、
二

O
O
三
年
に
国
家
警
察
内
に
設
置
さ
れ
た
対
テ
ロ
特
殊
部
隊
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
受
け
て
、

囲
内
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
固
い
込
み
で
成
果
を
あ
げ
は
じ
め
た
。
二

O
O
五
年
時
点
で
、
す
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
圏
内
で
は
、
東
南
ア

ジ
ア
の
テ
ロ
組
織
と
認
識
さ
れ
て
い
た
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
主
要
な
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
殺
害
さ
れ
る
か

（叩）

逮
捕
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
（

J
p
g
m
g
。z・
N
g∞
一
山
本
、
二

O
O九）。

と
こ
ろ
が
、
二

O
O
三
年
半
ば
以
降
は
反
米
デ
モ
は
組
織
さ
れ
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

O
O
六
年
以
降
、
反
米
デ
モ

は
勢
い
を
巻
き
返
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
の
イ
ス
ラ
l
ム
・
テ
ロ
リ
ス
ト
の
活
動
が
終
息
を
迎
え
は
じ
め
た
二

O
O
六
年
以

降
（
山
本
、
二

O
O九
）
、
反
米
デ
モ
は
新
し
い
衣
を
纏
う
よ
う
に
な
っ
た
。
「
表
4

主
要
な
反
米
デ
モ
」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
二

O
O
六
年
以
降
は
、
対
テ
ロ
戦
争
へ
の
反
発
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
が
反
米
デ
モ
の
引
き
金
に
な
る
と
い

デ
モ
発
生
要
因
が
移
行
し
た
。
し
か
も
い
ず
れ
も
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
侵
攻
お
よ
び
レ
バ
ノ
ン
侵
攻

ア
メ
リ
カ
自
体
が
主
体
の
行
動
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
米
デ
モ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
発
生
し
た
の

、
っ
ょ
、
つ
に
、

を
契
機
と
し
て
い
た
。

インドネシアの「反米」感情

で
あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
、
ど
の
よ
う
な
カ
ラ
ク
リ
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
と
を
同
一
視
し
て
い
る
現
実
に
あ
る
。
こ
こ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

一
部
の
イ
ス
ラ
l
ム
勢
力
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
る
反
米
感
情
の
根
深
き
が
潜
ん
で
い
る
。
同
時
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
反
ユ
ダ

（

U
）
 

ヤ
主
義
が
機
能
す
る
（
臼
om巴・
N
C
C
C
）
。
問
題
の
発
端
は
、
四
O
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
る
一
九
六
七
年
六
月
に
勃
発
し
た
第
三
次

中
東
戦
争
（
六
日
間
戦
争
）
で
あ
る
。
戦
争
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ラ
ブ
連
合
に
対
し
て
仕

掛
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
結
果
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
地
区
と
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
支
配
権
を
獲
得
し
パ
レ
ス
チ
ナ
を

117 
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統
一
し
、
同
時
に
シ
ナ
イ
半
島
と
ゴ
ラ
ン
高
原
を
軍
事
占
領
下
に
お
い
た
。

折
し
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
親
米
的
な
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
誕
生
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
も
ス
ハ
ル
ト
体
制
は
特
殊
な
イ
ス

ラ
l
ム
政
策
を
採
用
し
た
。
政
治
的
安
定
の
た
め
に
イ
ス
ラ
l
ム
急
進
派
の
非
政
治
化
を
図
り
、
一
九
七
三
年
に
は
既
存
の
政
党
勢

力
の
う
ち
、
イ
ス
ラ
l
ム
系
四
政
党
を
開
発
統
一
党
に
統
一
し
た
。
そ
の
名
称
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
は
開
発
統

一
党
が
イ
ス
ラ
l
ム
色
を
強
め
る
の
を
嫌
っ
た
。
こ
れ
は
一
種
の
イ
ス
ラ
l
ム
勢
力
の
政
治
的
な
「
骨
抜
き
」
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
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ー
ム
急
進
派
を
ス
ハ
ル
ト
政
権
は
政
治
・
社
会
の
秩
序
を
錯
乱
さ
せ
る
脅
威
と
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

七
0
年
代
か
ら
一
九
八

0
年
代
に
か
け
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
対
応
は
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
り
、

そ
れ
が
「
西
側
」
の
一
員
と
し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
外
交
姿
勢
で
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
イ
ス
ラ
1
ム
「
同
胞
」
へ
の
暴
力
に
関

し
て
、
イ
ス
ラ
1
ム
諸
団
体
は
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
連
帯
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
政
府
の
消
極
的
な
態
度
に
は

批
判
的
な
言
動
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
街
頭
デ
モ
の
よ
う
な
形
に
表
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
イ
ス
ラ
l
ム
連
帯 九

の
動
向
は
地
下
運
動
化
し
、
ス
ハ
ル
ト
時
代
の
後
期
に
急
進
的
イ
ス
ラ
1
ム
運
動
と
し
て
「
復
権
」
す
る
ま
で
の
二

0
年
間
、
社
会

で
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
司
自
国

E
E
o
g
g・M
O
O
N
）0

と
こ
ろ
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
対
イ
ス
ラ
l
ム
政
策
は
一
九
八

0
年
代
末
に
転
換
し
た
。
一
九
九

O
年
、
ス
ハ
ル
ト
大
統
領

自
身
の
肝
い
り
で
イ
ス
ラ
l
ム
知
識
人
協
会
（
I
C
M
I
）
が
発
足
し
、
イ
ス
ラ
l
ム
勢
力
の
取
り
込
み
を
開
始
し
た
。
こ
の
動
き

は
、
社
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
勢
力
の
発
言
力
を
増
大
化
さ
せ
る
効
果
を
と
も
な
っ
た
。
な
か
に
は
武
闘
派
と
称
さ
れ
る
よ
う
な

集
団
も
形
成
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
イ
ン
評
議
会
（
M
M
I
）
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ム
ジ
ャ
ヒ
デ

ィ
ン
と
は
「
聖
戦
を
お
こ
な
う
者
」
を
意
味
す
る
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、
近
年
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
旧
ソ
連
に
対
抗

し
た
ゲ
リ
ラ
部
隊
を
母
体
と
す
る
過
激
派
イ
ス
ラ
l
ム
組
織
を
指
し
、
世
界
各
地
に
そ
の
支
部
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の
こ
と
で
あ
る
D

あ
る
い
は
、

一
九
九
四
年
二
月
に
は
、
「
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
協
調
の
た
め
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
委



員
会
」
（
K
I
S
D
I
）
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ボ
ス
ニ
ア
の
ム
ス
リ
ム
へ
の
支
持
集
会
を
契
機
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
こ
の

K
I
S
D
I結
成
の
背
景
に
は
、
一
九
九
O
年
の
湾
岸
戦
争
に
お
け
る
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ス
ラ
l
ム
へ
の
侵

（ロ）

一
九
六
七
年
に
ナ
シ

I
ル
（
当
時
の
マ
シ
ユ
ミ
党
党
首
）
に
よ
っ
て

略
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
も
あ
る
。
こ
の

K
I
S
D
I
は、

結
成
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
l
ム
宣
教
協
会
」
（
D
D
I
I
）
を
母
体
と
し
て
い
る
。

D
D
I
I
の
活
動
部
隊
で
あ
る

K
I
S
D
I
は
、
一
九
九

0
年
代
半
ば
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
が
「
民
主
化
勢
力
」
抑
圧
の
た
め
に
利
用
し
、
活
性
化
し
た
。

か
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
反
米
デ
モ
の
主
体
と
な
る
勢
力
で
あ
っ
た
。

9
・
日
以
降
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
の
反
米
デ
モ
に
多
か

（日）

れ
少
な
か
れ
関
わ
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、

一
九
九
0
年
代
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
イ
ス
ラ
l
ム
勢
力
の
一
部
が
世
界
各
地
で
発
生
す
る
イ
ス
ラ
l
ム
の
危

機
に
対
し
て
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ボ
ス
ニ
ア
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
な
ど
は
、
そ
う

し
た
イ
ス
ラ
l
ム
の
危
機
が
具
体
化
し
た
事
例
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ス
ラ
l
ム
に
対
す
る
侵
略
行
為

が
重
な
っ
た
。
地
球
規
模
で
の
「
イ
ス
ラ
1
ム
へ
の
脅
威
」
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
に
は
「
自
ら
の
脅
威
」
と
し
て

認
識
さ
れ
、
そ
れ
を
も
た
ら
す
要
因
の
一
つ
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
発
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
ポ

インドネシアの「反米J感情

ス
ト
・
ス
ハ
ル
ト
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
政
治
的
な
自
由
化
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
l
ム
急
進
派
の
政
治
的
活
動
と
政
治
的
発
言

力
が
社
会
に
顕
在
化
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
が
た
め
に
、

9
・
日
以
降
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
反
米
デ
モ
が
常
態
化
し
た

と
い
え
る
。

4 

ポ
ス
ト

9
・
H
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
反
米
」

119 

本
稿
で
議
論
し
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
反
米
感
情
は
一
枚
岩
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
、

一
九
六
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0
年
代
ま
で
の
反
米
感
情
と
そ
れ
以
降
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
異
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
。
ス
カ
ル
ノ
の
反
米
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
体
験
し
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
侵
略
に
対
す
る
「
反
動
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
支
え
て
い
た
の
は
、
反
帝
国
主
義
、
反
新
植
民
地
主

義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
、
当
時
の
国
際
的
な
冷
戦
構
造
の
な
か
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
自
の
外
交
姿
勢
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
の
直
接
の
脅
威
で
あ
っ
た
。

120 

つ
ま
り
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
反
米
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
あ
く
ま
で

も
間
接
的
な
脅
威
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
l
ム
「
圏
」
に
対
し
て
お
こ
な
う
行
為
や
外
交
政
策
に

そ
れ
に
対
し
、

一
九
九

0
年
代
以
降
、

対
す
る
「
反
発
」
と
し
て
、
反
米
デ
モ
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
直
接
の
脅
威
は
パ
レ
ス
チ
ナ
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

あ
り
、
イ
ラ
ク
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
遠
く
離
れ
た
外
国
の
地
で
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
「
イ
ス
ラ
l

ム
に
対
す
る
脅
威
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
は
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
と
し
て
の
「
連
帯
」
を

感
じ
、
行
動
と
し
て
反
米
デ
モ
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
反
米
デ
モ
は
イ
ス
ラ
l
ム
的
想
像
力
の
産
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
イ
ス
ラ
l
ム
的
想
像
力
は
時
に
誤
認
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
正
当
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
を
含
ん
で
い

る
。
こ
の
点
は
安
全
保
障
と
宗
教
と
の
新
し
い
関
係
性
に
目
を
む
け
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
潮
流
と
し
て
、

9
－

H
に
よ
っ
て
「
宗
教
の
安
全
保
障
化
」
が
構
成
さ
れ
た
。
宗
教
の
安
全
保
障
化
と
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
文
脈
か
ら
発
生
し
た
。
ポ
ス
ト
冷
戦
の
新
し
い
紛
争
の
型
と
し
て
、
軍
事
対
決
と
異
な
る
、
経
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
対
立
が
浮
上
し
た
（
閃
巳
品
。
F
H
S
S
。
ポ
ス
ト
9
・
日
に
は
他
の
要
素
を
駆
逐
す
る
か
の
ご
と
く
、

宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
こ
そ
が
「
他
者
性
」
を
表
出
す
る
指
標
と
な
っ
た
。
宗
教
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治

の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
で
、
宗
教
を
め
ぐ
る
紛
争
あ
る
い
は
心
理
的
な
壁
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
現
象
を
宗
教

（

M
）
 

（F
S
ω
Z
8
8色
項
目
S
F
N
c
c
c
u
k
r
s
m弓
P
N
C
C印）
0

こ
こ
で
安
全
保
障
と
は
政
策
策
定
者
の
言
説
行
為

の
安
全
保
障
化
と
呼
ぶ

（ω
宮
R
V
R件
）
で
あ
り
、
安
全
保
障
化
と
は
な
に
か
を
安
全
保
障
問
題
と
し
て
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
重
大
性
と
緊
急



性
と
い
う
意
味
合
い
を
付
与
す
る
過
程
を
さ
す
。
安
全
保
障
化
は
安
全
保
障
の
言
説
行
為
を
オ
l
デ
ィ
エ
ン
ス
が
受
容
す
る
こ
と
で

な
り
た
つ
（
当
8
3
F
H由也印）
0
9
・
日
以
降
は
イ
ス
ラ
l
ム
を
め
ぐ
る
宗
教
の
安
全
保
障
化
が
進
展
し
た
。

宗
教
の
安
全
保
障
化
は
、
ポ
ス
ト
9
・
日
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
テ

ロ
行
為
を
イ
ス
ラ
l
ム
・
テ
ロ
、
あ
る
い
は
自
爆
テ
ロ
を
ジ
ハ

l
ド
（
聖
戦
）
と
認
識
す
る
こ
と
で
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
「
テ
ロ
と

の
戦
い
」
は
イ
ス
ラ
l
ム
と
の
戦
い
の
様
相
を
呈
し
た
。
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
い
う
言
説
は
他
者
と
し
て
の
イ
ス
ラ
I
ム
を
確
定

し
、
そ
の
他
者
を
排
除
す
る
意
識
を
つ
く
り
だ
し
た
。
こ
れ
も
一
種
の
イ
ス
ラ
l
ム
の
安
全
保
障
化
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
非
イ
ス
ラ

1
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
を
保
障
す
る
認
識
と
一
体
化
し
て
い
る
。
逆
に
、
ア
メ
リ
カ
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
マ
・
イ

ス
ラ
ミ
ヤ
の
活
動
を
注
視
し
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
東
に
つ
ぐ
「
第
二
戦
線
」
と
命
名
し
、
積
極
的
な
軍
事
的
・
政
治
的
関
与
を
企
て

た

G
S
E
M・
8
0児
。
s
g
M
J
N
c
c
a）0

こ
れ
は
イ
ス
ラ
l
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
「
反
米
」
の
裏
返
し
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と

イ
ス
ラ
l
ム
（
ジ
エ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
影
）
は
互
い
に
相
乗
効
果
の
も
と
で
反
目
し
な
が
ら
そ
の
関
係
性
を
深
め
て
い
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
・
プ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
宗
教
の
安
全
保
障
化
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
テ
ロ
が
繰
り
返
さ
れ

た
。
二

O
O
二
年
一

O
月
か
ら
二

O
O
五
年
一

O
月
の
あ
い
だ
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
バ
リ
島
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
、

ア
メ

インドネシアの「反米J感情

リ
カ
人
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
標
的
と
す
る
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
た
。
二

O
O
二
年
一

O
月
二
一
日
パ
リ
の

デ
ィ
ス
コ
と
カ
フ
ェ
に
て
爆
弾
テ
ロ
（
二
O
二
名
死
亡
）
、
二

O
O
三
年
八
月
五
日
に
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

J
・
W
・
マ
リ
オ
ッ
ト
・

ホ
テ
ル
前
で
爆
弾
テ
ロ
事
件
、
（
一
四
名
死
亡
）
、
二

O
O
四
年
九
月
九
日
に
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
前
で
の
爆

弾
テ
ロ
事
件
（
一

O
名
死
亡
）
、
二

O
O
五
年
一

O
月
一
日
は
バ
リ
の
三
カ
所
の
カ
フ
ェ
お
よ
び
レ
ス
ト
ラ
ン
で
爆
弾
テ
ロ
事
件
（
二

三
名
死
亡
）
と
い
う
よ
う
に
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
。
事
件
発
生
時
期
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
記
念
日
（
八
月
一
七
日
）
、

「
9
・
日
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
（
九
月
一
一
日
）
、

の
あ
る
八
月

一
O
月
（
二

O
O
二
年
と
二

O
O
五
年
の
バ
リ
爆
弾
テ
ロ
事
件
の
記
憶
）

121 

か
ら
一

O
月
に
集
中
し
て
い
た
（
山
本
、
二

O
O九）。
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一
般
の
安
全
保
障
化
と
宗
教
の
安
全
保
障
化
の
相
違
は
、
言
説
行
為
の
主
体
が
か
な
ら
ず
し
も
政
策
策
定
者
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
時
に
宗
教
指
導
者
あ
る
い
は
知
識
人
も
そ
の
担
い
手
と
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
宗
教
の
安
全
保
障
化
に
よ
っ

て
宗
教
（
共
同
体
）
へ
の
脅
威
が
、
敵
対
す
る
他
者
を
確
定
し
、
宗
教
的
レ
ン
ズ
を
も
っ
て
他
者
を
認
識
し
、
他
者
へ
の
反
動
と
し

て
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
宗
教
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
自
己
・
他
者
認
識
が
き
わ
め
て
規
範
的
に
な
る
と
い
う
特
徴

も
あ
る
。

122 

－
F

－zp
・
J

、

半
J
J
J
I
L

こ
の
場
合
に
注
目
す
べ
き
は
、
事
実
関
係
を
歪
曲
し
て
理
解
す
る
宗
教
的
レ
ン
ズ
の
存
在
で
あ
る
。
典
型
例
は
、
以
下
に
引
用
す

る
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
知
識
人
の
認
識
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
住
む
ム
ス
リ
ム
と
し
て
、
わ
た
し
は
ボ
ス
ニ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ラ
ク
で
起
き
た
こ
と
を
詳
細
に
観
察
し
て
き
た
。
心

を
か
き
乱
さ
れ
る
よ
う
な
事
実
を
み
て
き
た
。
同
時
に
、
い
つ
も
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
わ
た
し
が
抱
く

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
印
象
を
歪
め
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
一
般
市
民
が
巻
き
込
ま
れ
犠
牲
に
な
っ
た
姿
を
み
る
に
つ
け
、
こ
れ

（時）

が
ア
メ
リ
カ
の
求
め
る
も
の
な
の
か
と
自
問
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
に
は
、

ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
知
識
人
の
苦
悩
と
反
米
感
情
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
重
大

な
事
実
誤
認
が
存
在
す
る
こ
と
に
、
本
人
は
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
ボ
ス
ニ
ア
を
パ
レ
ス
チ
ナ
や
イ
ラ
ク
と
同
列

に
並
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
以
降
、
ボ
ス
ニ
ア
が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
ム

セ
ル
ピ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
領
域
拡
大
を
め
、
ざ
し
て
衝
突
を
繰
り
返
し
た
紛
争
を
指
す
。
戦
局

は
武
装
度
で
勝
る
セ
ル
ピ
ア
人
勢
力
が
ボ
ス
ニ
ア
の
六
割
を
支
配
下
に
収
め
る
一
方
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
勢
力
が
三
割
、
ム
ス
リ
ム
勢

力
は
一
割
ま
で
縮
小
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
セ
ル
ピ
ア
人
に
よ
る
他
民
族
に
対
す
る
民
族
浄
化
と
呼
ば
れ
る
他
民
族
排
除
・
根
絶
行

動
は
、
国
際
社
会
か
ら
痛
烈
な
非
難
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
紛
争
は
国
際
化
の
様
相
を
呈
し
た
。
セ
ル
ピ
ア
人
に
は

ボ
ス
ニ
ア
紛
争
と
は
、

ス
リ
ム
人
、



セ
ル
ビ
ア
共
和
国
が
、

ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
が
支
援
を
実
施
し
、
ム
ス
リ
ム
勢
力
に
は
イ
ス
ラ
l
ム
諸
国
か
ら

の
義
勇
兵
（
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
イ
ン
）
が
「
派
兵
」
さ
れ
、
紛
争
は
泥
沼
化
し
た
。
国
連
や
E
C
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
、
当
時
）
に
よ
る

和
平
交
渉
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
各
勢
力
か
ら
合
意
を
獲
得
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
一
九
九
四
年
四
月
に
、

N
A
T

O
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
に
よ
る
セ
ル
ピ
ア
人
勢
力
へ
の
限
定
的
空
爆
が
実
行
さ
れ
た
。
同
年
一
二
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ

l

タ
l
特
使
（
元
大
統
領
）
が
ボ
ス
ニ
ア
入
り
し
、
四
カ
月
間
の
停
戦
が
実
現
し
た
（
U
S
E
R－
N
C
C
C
）0

以
上
の
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
の
素
描
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
へ
の
関
与
・
介
入
は
、
現
地
の
ム
ス
リ
ム
人

勢
力
を
救
援
・
救
出
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
現
地
の
ム
ス
リ
ム
人
勢
力
と
と
も
に
、
両
者
の
共

通
の
敵
で
あ
る
セ
ル
ピ
ア
人
勢
力
と
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
力
攻
撃
と
そ
れ
を
支

援
す
る
ア
メ
リ
カ
、
イ
ラ
ク
へ
の
侵
攻
を
先
導
す
る
ア
メ
リ
カ
と
は
正
反
対
の
ア
メ
リ
カ
の
行
動
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
に
も
か
か

インドネシアの「反米」感情

ア
メ
リ
カ
が
介
入
す
る
と
そ
れ
は
イ
ス
ラ
l
ム
へ
の
介
入
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
1
ム
へ
の
脅
威
と
な
る
と
す
る
認
知
構
造
が

事
実
を
覆
い
隠
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
反
イ
ス
ラ
l
ム
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
そ
こ
に
は
潜
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
宗
教
の
安
全
保
障

化
が
作
用
し
、
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
っ
て
他
者
・
敵
を
措
定
す
る
硬
直
的
な
思
考
が
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
知
識
人
は
ボ
ス
ニ
ア
を
パ
レ
ス
チ
ナ
や
イ
ラ
ク
と
同
列
に
論
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
確
信
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
知
識
人
に
よ
る
イ
ス
ラ
l
ム
の
安
全
保
障
化
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
反
米
は
構
築

さ
れ
、
共
有
さ
れ
る
。
こ
う
な
る
と
、
も
は
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
（
一
部
の
）
イ
ス
ラ
l
ム
知
識
人
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
存
在

そ
の
も
の
に
対
す
る
不
信
が
広
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
が
安
全
保
障
化
さ
れ
イ
ス
ラ
l
ム

共
同
体
へ
の
脅
威
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
措
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
行
為
や
政
策
に
対
す
る
反
発
が
起
き
る
と
い
う
ル

l
ピ
ン
ス
テ
イ
ン
と
ス
ミ
ス
の
第
一
類
型
は
機
能
し
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
論
理
を
援
用
す
れ
ば
、
イ
ス
ラ
l
ム
の
安
全
保
障
化
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
ど
ま
る
必
然
性
は
な
く
、
イ
ス
ラ
l
ム
共
同
体
と
い
う
広
が
り
を
も
っ
て
「
反
米
」
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な

123 

わ
ら
ず
、



る
。
「
反
米
」
と
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
嫌
イ
ス
ラ
l
ム
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
可
変
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
ポ
ス
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ト
9
・
日
に
お
け
る
イ
ス
ラ

1
ム
圏
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
「
反
米
」
の
実
体
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
反
米
「
デ
モ
」
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。
一
二
世
紀
に
は
、
対
米
感
情
が
大
局
的
に
は
良
好
で
あ

る
と
し
て
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
時
的
に
激
し
い
反
米
感
情
が
抗
議
行
動
と
い
う
形
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
て
き
た
。
激
し
い
反

米
デ
モ
が
一
部
の
過
激
な
イ
ス
ラ
l
ム
勢
力
か
ら
雇
わ
れ
た
日
雇
い
デ
モ
隊
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
結
論
部
分
で
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
で
も
な
お
な
ぜ
激
し
い
抗
議
行

動
が
一
般
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
民
に
も
支
持
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
疑
問
を
解
く
作
業
を
お
こ
な
う
。
こ
の
点
は
宗

教
の
安
全
保
障
化
の
論
理
を
応
用
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
。
ご
く
簡
単
に
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

反
米
感
情
は
、
ア
メ
リ
カ
の
行
為
が
「
悪
い
」
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
つ
く
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
特
定
国
の
文
脈
に

お
い
て
非
難
さ
れ
る
行
為
と
し
て
米
国
の
行
為
が
認
識
さ
れ
る
時
に
「
悪
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
反
米
と
な
る
。
そ
れ
は
そ
の
国
の

特
殊
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
悪
と
呼
ば
れ
る
行
為
は
文
脈
ご
と
に
変
わ
る
。
厄
介
な
の
は
、
「
悪
」
と
し
て
認
識

さ
れ
る
と
、
す
で
に
そ
の
悪
の
行
為
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
は
、
社
会
あ
る
い
は
共
同
体
に
対
す
る
侮
辱
的
な
存
在
と

し
て
意
識
さ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
時
に
は
特
定
社
会
の
秩
序
を
乱
す
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
社
会
秩
序

が
破
ら
れ
る
危
険
性
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
い
き
お
い
社
会
は
悪
に
対
し
て
「
感
情
的
」
に
反
応
し
、
悪
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
一
時
的
な
「
反
米
デ
モ
」
の
正
体
で
あ
る
。

そ
し
て
、
反
米
デ
モ
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
悪
を
象
徴
す
る
対
象
と
し
て
の
「
ア
メ
リ
カ
」
が
擬
似
的
に
破
壊
さ
れ
る
。
そ
う
し



た
儀
式
を
と
お
し
て
、
社
会
に
は
壊
れ
か
か
っ
て
い
た
秩
序
が
「
回
復
」
さ
れ
る
。
こ
こ
に
宗
教
の
安
全
保
障
化
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

的
転
回
が
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
l
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
秩
序
や
安
定
の
維
持
、
ま
さ
に
安
全
保
障
の
問

題
と
し
て
、
反
米
「
デ
モ
」
は
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
反
米
の
論
理
は
き
わ
め
て
国
内
政
治
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
論

理
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
反
米
は
囲
内
的
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
出
形
態
で
あ
り
、
社
会
的
に
は
宗
教
の
保
全
で
あ
り
、

そ
の
内
向
き
の
論
理
が
外
交
関
係
の
悪
化
へ
と
結
び
つ
か
な
い
鍵
と
も
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
宗
教
の
安
全
保
障
化
は
構
造
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
点
に
鑑
み
る
と
、
今
後
徐
々
に
そ
の
影
は
薄
く
な
る
可

能
性
は
あ
る
。
実
際
に
、
二

O
O
六
年
半
ば
の
時
点
で
ア
メ
リ
カ
政
府
の
公
式
言
説
か
ら
は
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
が
消
え
、
二

O
O

九
年
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
か
ら
オ
パ
マ
政
権
へ
と
政
権
交
代
が
起
こ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
l
ム
政
策
に
変
化
が
生
じ
、

そ
れ
を
受
け
る
形
で
イ
ス
ラ
l
ム
諸
国
の
対
米
関
係
も
改
善
の
兆
し
を
み
せ
た
。
オ
バ
マ
は
幼
少
期
を
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
過
ご
し
た
こ

と
も
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
オ
バ
マ
大
統
領
の
誕
生
を
手
放
し
で
賛
美
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
テ
ロ
リ
ズ
ム
そ
れ
自

体
が
構
造
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
に
（
山
本
、
二

O
O九
）
、
テ
ロ
言
説
を
媒
介
に
し
た
宗
教
の
安
全
保
障
化
は
一
過
性
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
宗
教
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
の
核
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
新
た
な
外
部
的
条
件
が
加
わ
る

こ
と
で
宗
教
の
安
全
保
障
化
が
再
構
成
さ
れ
、
「
反
米
」
言
説
が
表
面
化
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

インドネシアの「反米」感情

（1
）
本
稿
は
、
慶
慮
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
の
研
究
助
成
を
受
け
て
お
こ
な
っ
た
共
同
研
究
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
対
米
感
情
の
比
較

研
究
｜
日
本
・
韓
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
（
二

O
O
八
年
度
、
研
究
代
表
一
山
本
信
人
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、

慶
慮
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
「
ア
ジ
ア
型
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
（
研
究
代
表
一
山
本
信
人
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。

（2
）
本
稿
で
は
、

KFE山
I
P
S
O丘
S
口
町
田
と
表
現
さ
れ
る
英
語
を
、
そ
の
直
訳
で
あ
る
反
米
主
義
だ
け
で
は
な
く
、
反
米
感
情
と
い
う

日
本
語
で
も
表
わ
す
こ
と
と
す
る
。
本
論
中
で
も
整
理
す
る
よ
う
に
、
反
米
主
義
に
は
政
治
的
な
要
素
が
絡
ま
る
こ
と
も
あ
る
の
に
対
し
、

125 



法学研究83巻3号（2010:3) 

反
米
感
情
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
と
の
関
連
で
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

（3
）
主
要
な
研
究
と
し
て
問
。
ωωω
ロ
島
問
。

g
（N
O
定）
U

出。－
E
ロ品。円（
N
o
c
m
）一回
mE色。ロ
e
a
o
Zロ仏国品。同
M
V
O一円
ω。ロ（
N
O
O
∞）一回
E
R
O
ロ
ω
z
z

g品
開
。
。

Z
5（N
c
c
a
）
が
あ
る
。
ま
た
、
世
界
各
国
の
知
識
人
に
よ
る
対
米
感
情
分
析
を
集
め
た
論
文
集
と
し
て
司
ω号
R
G
8
3
が

あ
る
。

（4
）
た
と
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
イ
ス
ラ
l
ム
の
過
激
化
に
拍
車
を
か
け
、
反
米
意
識
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
と
い
う
研
究
が
あ
る

（ピ
B
N
C
C
印）。

（5
）
こ
の
対
極
に
は
、
一
九
九
0
年
代
に
は
い
り
、
国
際
舞
台
に
お
い
て
反
米
的
態
度
を
鮮
明
化
さ
せ
た
マ
レ
ー
シ
ア
（
マ
ハ
テ
ィ

1
ル

首
相
〈
当
時
〉
）
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
リ
l
ク
ア
ン
ユ

l
前
首
相
〈
当
時
〉
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
カ
国
は
、
西
洋
的
な
個
人
主
義
に
対

し
、
社
会
的
調
和
を
優
先
す
る
「
ア
ジ
ア
的
価
値
」
（
k
p
a
mロ
〈
巳
g
o）
を
外
交
手
段
と
し
て
活
用
し
た
。
ア
ジ
ア
的
価
値
に
つ
い
て
は
、

青
木
・
佐
伯
、
一
九
九
八
年
一
藤
原
、
二

O
O
二
年
、
な
ど
を
参
照
。

（6
）
こ
の
よ
う
な
観
点
は
本
稿
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
と
コ
ヘ
イ
ン
の
分
析
視
角
に
多
く
を
依
っ
て
い

る
（
問
主
N
O
ロ
aogmwロ品開。。『一
ωロ0
・N
O
O
∞V
）
。
ま
た
、
カ
ッ
ツ
エ
ン
ス
タ
イ
ン
と
コ
ヘ
イ
ン
と
は
一
線
を
画
す
る
が
、
一
九
七
0
年
代

か
ら
反
米
主
義
を
研
究
し
て
き
た
ホ
ラ
ン
ダ
l
は
反
米
主
義
を
、
①
ア
メ
リ
カ
国
内
と
海
外
の
反
米
主
義
、
②
エ
リ
ー
ト
と
大
衆
の
あ
い

だ
の
反
米
主
義
、
③
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
草
の
根
の
自
発
的
な
反
米
主
義
、
④
非
政
治
的
、
す
な
わ
ち
文
化
的
・
社
会
的
に
根
を
張
る
反
米

主
義
と
い
う
四
つ
の
類
型
に
分
け
て
い
る
（
出
色
宮
ロ
含

F
S匂
N
）0

こ
う
し
た
類
型
か
ら
は
、
反
米
主
義
が
社
会
的
な
構
成
物
で
あ
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
複
数
の
対
立
軸
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

（7
）
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ス
カ
ル
ノ
の
発
言
と
し
て
の
一
貫
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
原
文
を
一
部
省
略
し
て
訳
出
し
て
あ
る
。

（8
）
ス
カ
ル
ノ
は
、
中
国
の
周
恩
来
首
相
、
イ
ン
ド
の
ネ
ル

l
首
相
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
大
統
領
と
と
も
に
、
一
九
五
五
年
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
で
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
主
催
し
た
。
か
れ
は
反
帝
国
主
義
、
反
植
民
主
義
、
民
族
自
決
の
精
神
を
主
張

し
た
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
冷
戦
構
造
の
も
と
で
ア
メ
リ
カ
（
西
側
諸
国
）
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
（
東
側
諸
国
）
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い

第
三
の
立
場
を
貫
こ
う
と
す
る
基
本
的
指
向
を
打
ち
だ
し
た
。

（9
）
ス
ハ
ル
ト
政
権
（
一
九
六
六
l
一
九
九
八
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
タ
イ
の
サ
リ
ッ
ト
政
権
・
タ
ノ
l
ム
政
権
（
一
九
五
七
l
一
九

七
三
年
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス
政
権
（
一
九
七
二
｜
八
六
年
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ
ザ
ク
政
権
・
フ
セ
イ
ン
・
オ
ン
政
権
・
マ
ハ
テ
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ィ
l
ル
政
権
（
一
九
七
O
l二
O
O
三
年
）
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
で
開
発
体
制
と
総
称
さ
れ
る
政
権
で
は
ア
メ
リ
カ
と
の
密
接
な
関
係
を

構
築
・
維
持
す
る
こ
と
が
内
政
・
外
交
的
な
安
定
要
因
の
核
に
な
っ
て
い
た
。

（
叩
）
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
勢
力
減
退
は
、
同
団
体
が
出
版
事
業
に
力
を
注
ぎ
は
じ
め
た
事
実
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
出

版
事
業
は
政
治
的
活
動
を
実
践
す
る
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
本
流
で
あ
る
の
に
対
し
、
爆
弾
テ
ロ
を
敢
行
す
る
の
は
傍
流
と
な
っ
た
武

闘
派
で
あ
る
（
岡
田
Z
B忠
吉
田
色
。
江
巳
ωの
g
c
p
N
C
C∞）。

（
日
）
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
論
理
と
反
華
人
暴
力
の
論
理
の
類
似
性
を
議
論
し
た
国
包
－
2
（NCC品
）
も
参
考
に
な
る
。

（
ロ
）
マ
シ
ユ
ミ
党
は
、
一
九
六
O
年
、
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
、
イ
ス
ラ
l
ム
近
代
主
義
を
母
体
と
す
る
政
党
で
あ
っ

た。
（
日
）
ポ
ス
ト
・
ス
ハ
ル
ト
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
急
進
派
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、

g
戸
田
E
E
g
gロ（
NOON）
を
参
照
。

（M
H
）
ラ
ウ
ス
テ
ン
と
ウ
ィ
l
ヴ
ァ

l
の
議
論
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